
館
山
港
の
振
興
策

三
沢
議
員　
千
葉
県
で
は
、

外
房
の
サ
ー
フ
ィ
ン
、内
房
の
ヨッ

ト
な
ど
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
が
盛
ん

で
、
館
山
湾
は
、
絶
好
の
ス
ポッ

ト
で
あ
る
。

　
館
山
港
の
多
目
的
桟
橋
は
、

平
成
22
年
の
供
用
開
始
以
来
、

「
にっ
ぽ
ん
丸
」等
の
旅
客
船
や
、

伊
豆
大
島
観
光
船
な
ど
に
利
用

さ
れ
、
南
房
総
地
域
の
活
性
化

に
寄
与
し
て
い
る
。

　
こ
の
桟
橋
の
多
様
性
強
化
と

と
も
に
、
更
な
る
拠
点
と
し
て

マ
リ
ー
ナ
の
開
設
が
望
ま
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
マ
リ
ー
ナ
開
設
に

積
極
的
な
民
間
資
本
活
用
が
考

え
ら
れ
る
が
、
県
は
、
マ
リ
ン

レ
ジ
ャ
ー
に
よ
る
館
山
港
の
振

興
策
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

県
土
整
備
部
長　
館
山
港

は
、
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
が
盛
ん
で
、

観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン
分
野

で
の
地
域
振
興
が
期
待
さ
れ
る

「
特
定
地
域
振
興
重
要
港
湾
」

に
も
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
北
条

海
岸
の
整
備
や
ク
ル
ー
ズ
船
、
観

光
船
等
が
利
用
す
る
多
目
的
桟

橋
の
整
備
な
ど
、
館
山
港
の
機

能
強
化
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
活
用
と
と
も
に
、

更
に
民
間
に
よ
る
マ
リ
ー
ナ
が
開

設
さ
れ
れ
ば
、
よ
り
マ
リ
ン
レ

ジ
ャ
ー
が
活
性
化
し
、
館
山
港

の
振
興
に
も
繋
が
って
い
く
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

不
法
係
留
船
の
対
策

　
三
沢
議
員　
安
全
な
マ
リ
ン

レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
た
め
に
は
、

不
法
係
留
船
が
支
障
に
な
る
と

思
う
が
、
対
策
は
ど
う
か
。

　
県
土
整
備
部
長　
県
で
は
、

都
市
計
画
等
の
手
続
き

　
三
沢
議
員　
館
山
自
動
車

道
は
、
令
和
2
年
3
月
ま
で
に

全
線
4
車
線
化
さ
れ
た
が
、
接

続
す
る
富
津
館
山
道
路
は
未

だ
、
全
線
が
対
面
通
行
の
暫
定

2
車
線
で
あ
り
、
観
光
振
興
や

防
災
力
向
上
の
た
め
、
早
期
の

4
車
線
化
が
望
ま
れ
て
い
る
。

富
津
館
山
道
路
の
4
車
線
化

に
向
け
て
、
都
市
計
画
と
環
境

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
手
続
き
状
況

は
ど
う
か
。

　
県
土
整
備
部
長　
県
で
は
、

令
和
3
年
7
月
か
ら
都
市
計
画

と
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
手
続
き

に
着
手
し
、
道
路
の
位
置
な
ど

を
定
め
た
都
市
計
画
原
案
を
作

成
し
た
と
こ
ろ
で
、
こ
の
原
案
に

つ
い
て
、
6
月
24
日
か
ら
地
元

4
市
町
に
お
い
て
住
民
説
明
会

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
、
都
市
計
画
原
案
に
つ

い
て
縦
覧
し
公
聴
会
を
行
う
と

と
も
に
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に

つい
て
も
、
現
地
調
査
や
予
測
・

評
価
を
実
施
す
る
な
ど
、
着
実

社
会
実
験
の
内
容

　
三
沢
議
員　
東
京
湾
ア
ク
ア

ラ
イ
ン
で
は
、
平
成
26
年
4
月

か
ら「
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
割
引
」と

し
て
、
現
在
も
E
T
C
普
通
車

8
0
0
円
な
ど
の
割
引
が
継
続

さ
れ
、
そ
の
経
済
的
効
果
は
、

首
都
圏
全
体
に
及
ん
で
い
る
。

　
し
か
し
、
休
日
に
川
崎
方
面

に
向
か
う
上
り
線
は
激
し
い
渋

滞
が
発
生
し
て
お
り
、
我
が
党

の
代
表
質
問
に
対
し
、
時
間
帯

に
よ
り
通
行
料
金
を
変
動
さ
せ

る
社
会
実
験
を
7
月
22
日
か
ら

開
始
す
る
答
弁
が
あ
った
。

　
そ
こ
で
伺
う
が
、
東
京
湾
ア

ク
ア
ラ
イ
ン
に
お
け
る
社
会
実

験
の
内
容
は
ど
う
か
。

　
県
土
整
備
部
長　
社
会
実

験
は
、
特
に
渋
滞
の
著
し
い
、

民
活
で
マ
リ
ー
ナ
開
設
を

観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン
分
野

民
活
で
マ
リ
ー
ナ
開
設
を

民
活
で
マ
リ
ー
ナ
開
設
を

一般質問トップに登壇した三沢智県議
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活
で
マ
リ
ー
ナ
開
設
を

民
活
で
マ
リ
ー
ナ
開
設
を

民
活
で
マ
リ
ー
ナ
開
設
を

民
活
で
マ
リ
ー
ナ
開
設
を

6月県議会6月県議会6月県議会
館山港の振興

早
期
着
工
う
な
が
す

早
期
着
工
う
な
が
す

に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

川
名
・
富
浦
地
区
の
進
捗

　
三
沢
議
員
　
国
道
1
2
7
号

館
山
バ
イ
パ
ス
の
館
富
ト
ン
ネ

ル
を
含
む
川
名
・
富
浦
地
区
の

4
車
線
化
の
進
捗
は
ど
う
か
。

　
県
土
整
備
部
長　
国
は
4
車

線
化
に
向
け
、
館
富
ト
ン
ネ
ル

の
東
側
に
新
た
に
整
備
す
る
ト

ン
ネ
ル
や
道
路
の
詳
細
設
計
を

実
施
し
て
お
り
、
現
在
、
新
た

な
ト
ン
ネ
ル
の
前
後
に
お
い
て
、

切
土
工
事
や
法
面
工
事
な
ど
を

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
引
き
続
き
、
早
期
の
4
車
線

化
に
向
け
、
国
に
働
き
か
け
て

ま
い
り
ま
す
。

　
富
津
館
山
道
路
の
4

車
線
化
は
、
地
域
の
利

便
性
向
上
・
活
性
化
に
欠
か
せ

な
い
も
の
で
あ
り
、
で
き
る
だ

け
早
い
完
成
が
待
ち
望
ま
れ
て

い
る
。
都
市
計
画
と
環
境
ア
セ

ス
メ
ン
ト
の
手
続
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
着
実
に
進
め
る
と
と

も
に
、
国
に
対
し
て
早
期
に
工

事
に
着
手
す
る
よ
う
、
強
く
要

望
す
る
。

船
主
調
査
、
自
主
撤
去
を
促
す

看
板
設
置
な
ど
の
対
策
を
行って

お
り
ま
す
。
令
和
4
年
の
館
山

港
の
不
法
係
留
船
は
2
5
2
隻

で
、
令
和
元
年
よ
り
22
隻
減
少

す
る
な
ど
、
成
果
も
あ
がって
お

り
、
引
き
続
き
適
正
な
管
理
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
港
湾
の
振
興
に
も
つ

な
が
る
の
で
、
民
間
か

ら
話
が
あ
っ
た
際
は
、
県
と
し

て
も
積
極
的
に
協
力
す
る
よ
う

要
望
す
る
。

富
津
館
山
道
路
4
車
線
化

東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン

7
月
22
日
か
ら

　
館
山
市
の
活
性
化
を
通
し
て「
市
民
の
幸
せ
」を
追
求
す
る
三
沢
智
県

議
は
、先
の
県
議
会
選
挙
で
3
期
目
の
当
選
を
勝
ち
取
っ
た
。県
議
会
で

は
、県
土
整
備
常
任
委
員
会
の
委
員
長
と
い
う
要
職
に
就
任
し
、県
政
を

け
ん
引
す
る
重
責
を
担
っ
て
い
る
。6
月
県
議
会
で
は
、一般
質
問
の
ト
ッ

プ
に
立
ち
、地
元・館
山
市
の
課
題
で
あ
る
館
山
港
の
振
興
、富
津
館
山
道

路
4
車
線
化
、農
林
水
産
業
、人
手
不
足
問
題
か
ら
、不
妊
治
療
相
談
や
お

む
つ
の
処
分
問
題
な
ど
身
近
な
課
題
を
と
り
上
げ
て
当
局
の
姿
勢
を
質

し
た
。そ
の
概
要
を
お
届
け
す
る
。

土
日
祝
日
の
川
崎
方
面
に
向
か

う
上
り
線
を
対
象
に
、
E
T
C

搭
載
車
の
通
行
料
金
を
時
間
帯

に
よって
変
動
さ
せ
、
交
通
の
分

散
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

　
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
で
は
、
時
間

当
た
り
2
千
百
台
を
超
え
る

と
、
通
過
時
間
が
大
幅
に
増
加

す
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
普
通
車
の
場
合
の

通
行
料
金
8
0
0
円
を
基
準
と

し
、
交
通
量
が
2
千
百
台
を
超

え
る
こ
と
が
多
い
13
時
〜
20
時

を
1
2
0
0
円
と
す
る
一
方
、

交
通
量
を
分
散
さ
せ
る
余
地
の

あ
る
20
時
〜
24
時
を
6
0
0
円

と
す
る「
時
間
帯
別
料
金
」を

設
定
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
実
施
内
容
を
し
っ

か
り
と
広
報
し
、
利
用
者
の
行

動
変
容
を
促
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
実
験
開
始
ま
で
の
期

間
は
も
と
よ
り
、実
験

期
間
中
で
も
、しっか
り
と
広
報・

周
知
に
努
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

館
山
市
内
の
海

岸
清
掃

三
沢
議
員

館
山
市
の
海
岸
は
、

夏
は
海
水
浴
客
で

賑
わ
い
、
夏
以
外

も
穏
や
か
な
海
と

富
士
山
の
景
色
が

人
気
で
あ
る
。
ま

た
、
本
年
11
月
に

は
、
千
葉
県
誕
生

1
5
0
周
年
記

念
パ
レ
ー
ド
が
鏡

ケ
浦
通
り
で
行
わ

れ
る
な
ど
、
重
要

な
観
光
資
源
で

あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
流

木
や
ゴ
ミ
が
多
数
漂
着
し
、
昨

年
の
本
議
会
で
も
対
策
の
重
要

性
を
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
伺
う
が
、
館
山
市
内

に
お
け
る
県
の
海
岸
清
掃
の
実

施
状
況
は
ど
う
か
。

　
県
土
整
備
部
長　
県
で
は
、

国
の
補
助
金
を
活
用
し
て
、
重

機
に
よ
る
大
型
漂
着
物
の
撤
去

や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
集

め
た
海
岸
漂
着
物
の
処
分
場
搬

入
な
ど
を
行
って
お
り
ま
す
。

　
昨
年
度
ま
で
は
、
海
岸
清
掃

を
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
前
や
台
風

シ
ー
ズ
ン
後
の
年
2
回
実
施
し

ま
し
た
が
、
効
果
的
な
実
施
時

期
や
回
数
に
つ
い
て
、
地
元
館

山
市
と
調
整
し
、
引
き
続
き
必

要
な
支
援
に
つい
て
国
に
要
望
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
の
制
度
の
活
用
以

外
に
も
必
要
と
な
る
予

算
を
県
が
独
自
に
財
源
を
確
保

す
る
な
ど
、
引
き
続
き
美
し
い

海
岸
の
環
境
を
継
続
す
る
よ
う

要
望
す
る
。

県独自に海岸清掃予算も要望

要望

要望

要望

〈1〉 令和5年7月15日（土）

“ふるさとちば”のための政策推進を
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の
魅
力
を
発
信
し
、
認
知
度
を

向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
多
様

な
販
路
を
確
保
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
県
で
は
、
そ
の
時
々
の

旬
な
農
林
水
産
物
を
県
内
外
の

量
販
店
で
販
売
す
る「
千
葉
県

フェア
」を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

県
内
各
地
の
直
売
所
で
の
キ
ャン

ペ
ー
ン
や
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
の
花

き
の
展
示
な
ど
、
様
々
な
販
売

促
進
活
動
を
実
施
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
今
年
度
は
更
に
、
粒
す
け
や

さ
つ
ま
い
も
、
日
本
な
し
、
寒

鯖
な
ど「
千
葉
県
の
顔
」と
な

地
域
の
人
出
不
足
へ
の
取
組

　
三
沢
議
員　
よ
う
や
く
社
会

経
済
活
動
も
本
格
化
に
向
か

い
、
地
域
経
済
回
復
へ
の
期
待

が
高
まって
い
る
。

　
一方
で
、私
の
周
辺
の
事
業
者

か
ら
は
、コ
ロ
ナ
前
の
よ
う
に
人

手
が
足
り
な
い
、と
い
う
話
を
耳

に
す
る
よ
う
に
なった
。

地
域
の
人
出
不
足
に
対
す
る

県
の
取
組
は
ど
う
か
、

　
知
事　
県
で
は
、
現
在
職
に

就
い
て
い
な
い
女
性
や
高
齢
者
に

対
し
、
再
就
職
セ
ミ
ナ
ー
や
出

張
に
よ
る
個
別
相
談
、
企
業
と

の
交
流
会
な
ど
を
通
じ
て
、
希

望
に
応
じ
た
就
労
支
援
を
行
っ

て
い
る
ほ
か
、
人
材
の
定
着
に

向
け
た
職
場
環
境
改
善
の
た

め
、
企
業
へ
の
専
門
家
派
遣
等

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、U
I
J
タ
ー
ン
に
よ
る

就
労
を
促
進
す
る
た
め
の
専
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
千
葉
県
地
域
し

ご
と
N
A
V
I
」を
運
営
し
て

お
り
、求
人
情
報
掲
載
に
当
た

り
、専
任
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、

求
職
者
の
心
に
響
く
情
報
発
信

に
つい
て
助
言
す
る
な
ど
の
支
援

も
行
って
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、こ
う
し
た
取
組
の

充
実
を
図
り
、求
職
者
と
企
業

双
方
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
しっ

か
り
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
等
の
実
績

不
妊
治
療
の
相
談
方
法

　
三
沢
議
員　
子
供
を
持
ち
た

い
方
々
が
、
安
心
し
て
不
妊
治

療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
令
和

4
年
4
月
か
ら
、
人
工
授
精
や

体
外
受
精
な
ど
の
治
療
が
保
険

適
用
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
治

療
方
法
、
治
療
継
続
に
悩
む
方

も
い
る
、
と
聞
く
。

県
は
、
不
妊
治
療
に
つ
い
て

の
相
談
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
の
か
。

　
健
康
福
祉
部
長　
県
で
は
、

各
保
健
所
に
お
け
る
対
面
や
電

話
で
の
相
談
の
ほ
か
、「
千
葉
県

不
妊
・
不
育
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
」

を
行
って
い
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
で
は
、
不

妊
症
看
護
認
定
看
護
師
な
ど
が

専
門
的
な
相
談
に
対
応
す
る
と

共
に
、
不
妊
経
験
を
持
つ
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
が
治
療
への
不
安
や
仕

事
と
の
両
立
の
悩
み
な
ど
に
つい

は
、
温
暖
な
気
候
を
活
か
し
て

栽
培
さ
れ
る
花
き
、
皇
室
献
上

び
わ
、
岩
礁
地
域
特
産
の
ア
ワ

ビ
、
イ
セ
エ
ビ
な
ど
特
色
の
あ
る

農
水
産
物
が
豊
富
で
、
ま
た
い

ち
ご
狩
り
や
観
光
定
置
網
漁
な

ど
体
験
型
農
水
産
業
が
盛
ん
で

あ
る
。

　
人
の
流
れ
が
戻
り
つつ
あ
る
こ

の
機
会
に
販
売
強
化
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
県

産
農
林
水
産
物
の
販
売
促
進
に

ど
う
取
り
組
ん
で
行
く
の
か
。

　
知
事　
県
内
各
地
域
の
多
様

な
農
林
水
産
物
の
販
売
を
促
進

す
る
た
め
に
は
、
積
極
的
に
そ

自席から再質問・
要望する三沢智県議

三沢さとし
●館山市と県政に関するご要望をお寄せください。

県　議
事務所

TEL0470-22-3051 FAX0470-22-3052
〒294-0037 館山市長須賀470-1

保
育
所
で
処
分
を

周
知
と
充
実
望
む

使
用
済
み

お
む
つ

使
用
済
み

お
む
つ

て
、
相
談
者
に
寄
り
添
っ
た
対

応
を
し
て
い
ま
す
。

相
談
窓
口
の一
層
の
周
知
を
図

る
た
め
、引
き
続
き
、県
民
だ
よ
り

や
県
ホ
ー
ムペー
ジへの
掲
載
、カ
ー

ド
サ
イ
ズ
の
相
談
案
内
の
配
布
、

S
N
S
の
活
用
に
よ
り
、積
極
的

な
広
報
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

相
談
窓
口
に
つ
い
て

よ
り
積
極
的
な
周
知
と

と
も
に
相
談
体
制
の
充
実
を
要

望
す
る
。

出
産
後
の
支
援

　
三
沢
議
員
　
県
は
出
産
後
の

支
援
を
ど
う
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
健
康
福
祉
部
長　
産
後
の
支

援
に
つ
い
て
は
、
各
市
町
村
が

地
域
の
実
情
に
応
じ
、
保
健
師

等
が
全
戸
を
訪
問
す
る
乳
児
家

庭
全
戸
訪
問
事
業
、
助
産
師

等
が
体
の
ケ
ア
や
心
理
的
サ

ポ
ー
ト
を
行
う
産
後
ケ
ア
事

業
、
子
育
て
経
験
者
や
シ
ニ
ア

等
が
妊
産
婦
の
相
談
に
応
じ
る

産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
等

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

出
産
後
の
支
援
に
つ

い
て
、
地
域
の
実
情
に

差
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
が
、
県
内
ど
こ
で
も
必
要
な

支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
市

町
村
へ
の
支
援
を
要
望
す
る
。

応
じ
て
、
公
立
保
育
所
等
に
お

け
る
公
費
に
よ
る
処
分
の
実
施

や
、
私
立
保
育
所
等
に
対
す
る

保
管
用
ご
み
箱
の
購
入
等
の
費

用
の
補
助
な
ど
、
市
町
村
の
取

組
が
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
県
と
し
て
は
、
保
育
の
実
施

主
体
で
あ
る
市
町
村
に
対
し
、

補
助
制
度
の
活
用
や
取
組
事
例

等
を
周
知
し
て
ま
い
り
ま
す
。

県
に
お
い
て
も
、
改

め
て
市
町
村
に
周
知
を

図
り
、
こ
う
し
た
身
近
な
課
題

を
解
決
し
、
子
育
て
世
帯
へ
の

支
援
を
行
っ
て
い
く
よ
う
要
望

す
る
。

が
な
く
な
る
こ
と
は
、
保
護
者

だ
け
で
な
く
、
保
育
士
の
負
担

軽
減
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

保
育
所
等
で
の
処
分
を
推
奨
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
地
域
の
実
情
に

　
ま
た
、
安
定
的
な
飼
料
確
保

の
た
め
、
飼
料
生
産
に
取
り
組

む
集
団
を
対
象
に
、
機
械
の
導

入
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
安
房

地
域
で
は
今
後
20
㌶
の
面
積
拡

大
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
生
産
性
の
向
上
や
自
給
飼
料

の
生
産
を
支
援
す
る
な
ど
、
引

き
続
き
、
安
房
地
域
の
酪
農
振

興
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

県
産
農
林
水
産
物
の
販
促
　
　

　
三
沢
議
員　
安
房
地
域
で

要望

要望

要望

周
知
と
充
実
望
む

周
知
と
充
実
望
む

身近な課題解決へ
域
は
、
そ
の
地
形
か
ら
経
営
の

規
模
拡
大
が
難
し
い
こ
と
な
ど

も
あ
り
、
飼
育
す
る
乳
牛
の
改

良
に
自
ら
取
り
組
む
酪
農
家
が

多
い
地
域
で
す
。

　
こ
の
た
め
県
で
は
、
酪
農
家

が
持
つ
能
力
の
高
い
牛
の
遺
伝

子
を
地
域
内
へ
普
及
さ
せ
る
た

め
、
今
年
度
か
ら
、
ゲ
ノ
ム
解

析
や
受
精
卵
移
植
技
術
を
活
用

し
た
乳
牛
の
個
体
能
力
の
向
上

に
取
り
組
む
予
定
で
す
。

安
房
地
域
の
酪
農
振
興
策
　
　

　
三
沢
議
員　
令
和
3
年
以

降
、
酪
農
に
必
要
な
資
材
や
飼

料
の
高
騰
に
加
え
、
生
乳
の
生

産
量
が
消
費
量
を
上
回
っ
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
酪
農
家
の
廃
業

が
増
え
て
い
る
と
聞
く
。

　
酪
農
の
発
祥
地
・
千
葉
県
の

酪
農
を
守
る
た
め
、
安
房
地
域

の
酪
農
振
興
に
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
行
く
の
か
。

　
農
林
水
産
部
長　
安
房
地

る
品
目
を
核
と
し
て
イ
ベ
ン
ト

開
催
や
集
中
的
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン

展
開
な
ど
、
県
産
農
林
水
産
物

が
多
く
の
皆
様
に
選
ば
れ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
り
、
県
産

農
林
水
産
物
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

一
方
で
、
私
の
住
む
安
房
地

域
の
花
き
や
び
わ
な
ど
、
地
域

に
は
様
々
な
特
産
と
な
る
農
林

水
産
物
が
あ
る
の
で
、
地
域
の

特
徴
に
応
じ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
も
是
非
充
実
し
て
い
た
だ
く

よ
う
要
望
す
る
。

　
三
沢
議
員
　
県
に
お
け
る
再

就
職
セ
ミ
ナ
ー
や
企
業
交
流
会

の
実
施
状
況
は
ど
う
か
。

　
商
工
労
働
部
長　
令
和
4

年
度
で
は
、
再
就
職
セ
ミ
ナ
ー

を
45
回
開
催
し
て
お
り
、
延
べ

6
6
0
名
の
求
職
者
の
方
に
参

加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、企
業
と
の
交
流
会
は

6
回
開
催
し
て
お
り
、延
べ
1
7

9
名
の
求
職
者
と
県
内
企
業
35

社
の
参
加
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ

で
す
。

女
性
や
高
齢
者
が
働

き
手
と
し
て
活
躍
で
き

る
よ
う
支
援
す
る
と
と
も
に
、

「
千
葉
県
地
域
し
ご
と
N
A
V

I
」の
更
な
る
活
用
を
図
り
、

地
域
で
の
就
労
が
促
進
さ
れ
る

よ
う
、一層
取
り
組
む
こ
と
を

要
望
す
る
。

処
分
し
て
く
れ
る
と
い
う
。

保
育
所
等
に
お
け
る
使
用
済

み
お
む
つ
は
、
当
該
施
設
で
処

分
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
健
康
福
祉
部
長　
国
で
は
、

使
用
済
み
お
む
つ
の
持
ち
帰
り

保
育
所
等
で
の
お
む
つ
処
分

　
三
沢
議
員　
私
の
地
元
館
山

市
の
公
立
保
育
園
で
は
、
使
用

済
み
お
む
つ
を
保
護
者
に
持
ち

帰
ら
せ
て
い
る
と
い
い
、
同
じ
市

内
の
私
立
保
育
園
で
は
、
園
で

更なる就労策を要望

不妊治療の相談

地域の人出不足解消へ地域の人出不足解消へ
要望

要望

〈2〉令和5年7月15日（土） 三沢さとし県議会リポート


